
令和　8　年度

大学院薬学研究科(博士前期課程)入学試験問題

『　英　　語  （化　学）』

令 和 7 年 9 月 13 日

受 験 番 号 氏       名

外 国 語 科 目



第18改正日本薬局方（英語版）の医薬品各条アスピリンアルミニウムについて問1〜3に答えよ。

問1の解答欄
Descriptionの和訳（意訳可）：

アスピリンアルミニウムは白色の結晶性の粉末で，においはないか，又は僅かに酢酸臭がある．
本品は水，メタノール，エタノール(95)又はジエチルエーテルにほとんど溶けない．
本品は水酸化ナトリウム試液又は炭酸ナトリウム試液に分解しながら溶ける．

下線部でどのようなことが起こっていると考えられるか：
アスピリンがアルカリ加水分解によりサリチル酸と酢酸に分解する。これにより水溶性が大きくなり可溶化する。

問2　定量法に関する下の文中の下線部①〜③を和訳せよ。また、それぞれの波長で測定する対象となる化合物名を答えよ。

※問2の解答欄は次ページ

※ethanol (95)：95%エタノール　　　TS：試液

Assay    Aspirin—①Weigh accurately about 0.1 g of Aspirin Aluminum, add 40 mL of sodium fluoride TS, and shake

for 5 minutes. Allow the solution to stand for 10 minutes with frequent shaking. Extract the solution with six 20-mL

portions of chloroform. Combine all chloroform extracts, and add chloroform to make exactly 200 mL. Measure exactly

10 mL of this solution, add chloroform to make exactly 100 mL, and use this solution as the sample solution. Separately,

weigh accurately about 90 mg of salicylic acid for assay, previously dried in a desiccator (silica gel) for 3 hours, and

dissolve in chloroform to make exactly 200 mL. Measure exactly 5 mL of this solution, add chloroform to make exactly

②Amount (mg) of aspirin (C9H8O4)

MS: Amount (mg) of Aspirin RS taken
※weigh accurately：精密に量る（weigh exactly：正確に量る）　　　　TS：試液　　　　RS：標準品
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Aluminum Acetylsalicylate

C18H15AlO9: 402.29

問1　次のDescription全文を和訳し、下線部でどのようなことが起こっていると予測されるか説明せよ。
Description  Aspirin Aluminum occurs as a white crystalline powder. It is odorless or has a slight, acetic odor. It is

practically insoluble in water, in methanol, in ethanol (95) and in diethyl ether. It dissolves, with decomposition, in

sodium hydroxide TS and in sodium carbonate TS.

※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。

※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。

※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。

※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。

※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。



問2の解答欄

下線部①の和訳：

下線部②の和訳：

下線部③の和訳：

測定対象
278 nm： サリチル酸

308 nm： アスピリン

選択肢（①　83〜90%　 ② 93〜100% ③ 95〜103% ④ 185〜201%）

純度（番号で解答）： ②

根拠の説明：
アスピリンアルミニウムの組成はC18H15AlO9であり式量は402.29である。その中に分子量180.16のアスピ
リンが2分子量含まれている。すなわち、アスピリンを定量した質量の402.29/（180.16×2）がアスピリン
アルミニウムの質量と予測される。

402.29/360.32×83.0% = 92.667823≒93%
402.29/360.32×90.0% = 100.4831816≒100%

参考資料：日本薬局方（英語版）　医薬品各条　アスピリンアルミニウム
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問3　下の文章を読んで、アスピリンアルミニウム（C18H15AlO9: 402.29）の純度として最も適した範囲を選択肢から選
び、その根拠を簡単に説明せよ。着目すべき部分を下線および二重下線で示している。

Aspirin Aluminum contains not less than 83.0% and not more than 90.0% of aspirin (C9H8O4: 180.16), and not less

than 6.0% and not more than 7.0% of aluminum (Al: 26.98), calculated on the anhydrous basis.

0.1 gを精密に量り，フッ化ナトリウム試液40 mLを加え，5分間振り混ぜた後，更に時々振り混ぜ，10分間放

置する．次にクロロホルム20 mLずつで6回抽出し，全クロロホルム抽出液を合わせ，更にクロロホルムを加

えて正確に200 mLとする．この液10 mLを正確に量り，クロロホルムを加えて正確に100 mLとし，試料溶液

とする．

またアスピリン標準品をデシケーター(シリカゲル)で5時間乾燥し，その約90 mgを精密に量り，クロロホル
ムに溶かし，正確に200 mLとする．この液10 mLを正確に量り，クロロホルムを加えて正確に100 mLと
し，標準溶液(2)とする．

試料溶液及び標準溶液(1)の波長278 nmにおける吸光度A T1及びA S1，並びに308 nmにおける吸光度A T2及
びA S2を測定する．また標準溶液(2)の波長278 nmにおける吸光度A S3を測定する．

※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。

※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。

※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。

※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。

。 。



出題の意図 
 
最近では医薬品業界はじめ、食品、香粧品など、製造業全般において GMP が重視されて
いることから、英文で書かれた公定法における分析方法を正しく理解し実施できる必要性
が高まっており、その理解力を確認する。 
 

第 18改正日本薬局方英語版の医薬品各条（AspirinAluminum）の「性状の項」と「吸光度測定によ

る定量」の部分から出題した。 

 

問 1：平易な英文「性状の項」を和訳し、よく知られる化学反応である「アスピリンが塩基性水溶液中

でサリチル酸と酢酸に分解しながら溶解する現象」を問う。 

 

問 2： 

・一般的な実験の操作方法を和訳し、正確な試料調製方法および測定方法を問う。 

・測定データからの定量値の算出方法に関する英文を和訳し、各波長において検出される化合物

名を問う。 

 

問 3： 

解析データの適合範囲を英文から読み取り、組成式から計算して純度に変換できるかを問う。 


